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厚生労働省 

第5回歯科技工士の養成・確保に関する検討会 

 歯科技工所の状況 
 近年の傾向 
 近年の勤務内容の変化 
 業務改善のための取組 

今回のテーマ 
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 社 名 ： 株式会社コアデンタルラボ横浜 
 設 立 ： １９８３年７月 
                  (自費専門のラボとして開設（37期) 
 資本金 ： ２３４０万円 
 取扱い補綴物 : クラウンブリッジ・CAD/CAM 
                          デンチャー・矯正 
   ISO : 2007年ISO9001：2000認証取得  
           2015更新 
   代表者 ： 陸  誠 
 社員数 ： ８0名 (2019年1月現在) 
 
           

現在 自費:98％ 
   保険:2% 

CAD/CAMでの 
加工センター的な 
役割の部分もある 

全国のラボの 
約１０軒に一軒と取引 
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各委員会 

社員総数80名 
(歯科技工士有資格者70名) 
男性56名 
女性24名(女性比率30％) 

パート14名(すべて女性) 
(歯科技工士有資格者13名) 
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CAD/CAM関連(物的資源の投資) 
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各技工工程のデジタル化の促進 内外合せて約40.000本/年・加工 
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３Dプリンターの活用 
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 IOSでの対応 
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・ISOによる管理    

   歯科技工録の完備 不良品の削減、再発防止  

   社員教育の計画・進捗管理・作業マニュアルの設置 

・歯科医院とのコミュニケーション強化 

   合同勉強会  立会い  学会発表 

・社内研修 

 外部講師・社内講師 

・価格を下げない努力 

 

 

 

 

品質向上の為の取り組み 

外部講師による社内研修 

外部講師による技術研修 歯科医院との社員の交換勉強会 
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バーコードによる生産管理 
医政発 1002 第4号  
歯科技工所における品質管理指針  

平成25年4月1日施行 
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バーコードによる各種管理 

技工作業の工程管理 金属の精算 

材料の出庫及びロット管理 咬合器のケースとの紐付け 
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Tracing Report 歯科医院名 

歯科医院名 
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▪ 人的資源の投資 

   新卒・パートの採用 

   中学生、高校生の職場体験の協力(8校) 

 

現在14人のパートの方々に 
各部署でお手伝いいただいている。 
内、13人は家庭もちの主婦である。 

業務改善の為の取り組み 
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・年間休日の増加（課ごとに平日交代休を取得） 

・休み時間の設定（午前15分、昼1時間、午後15分） 

・育児休業、短時間勤務の取得（男性社員を含む） 

・各種会議体の就業時間内実施 

・技工士の安全衛生管理者を設置（現場に即した対応） 

・ストレスチェック・社員アンケートの実施、意見箱の設置 

 

 

 

・女子社員専用トイレ・更衣室（休憩室兼用） 

・食事休憩室（会議室と兼用） 

・外部委託による社内清掃 

・防災用品の完備 

 

 

環境改善 

食事・研修室 

女子更衣室 

非常用リック等 
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全朝礼(月・木)＆生産・営業・管理部朝礼(毎日) 

ユニフォームは週2回(月・木)、 
             全朝礼時に交換(色違い) 

90分ごとの各課ミーティングにて、 
            終了時間を調整する。 
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各社員の教育と記録 
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営業の行動記録と日報の電子化 
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社内の書類の電子化 

17 



平成30年度新人研修スケジュール 
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Today’s Summary 
残業時間は多少短縮されたが・・・ 

 

 

   

 

 

▪ 利益の減少。（設備投資・人件費の増加） 

  (加工機やソフトの保守料や 

    バージョンアップに400万円/年ほどかかる) 

▪ 賃金は上昇したが、賞与が下がり年間給が減少。 

▪ パートの有休消化率は上昇したが、 

   正社員の取得は増えず、不公平感が増した。 

▪ パートの勤務時間が集中し、 

       大きな効率化がなかなか図れない。 

▪ 近年、若手社員の技術力の向上に時間がかかる。 

▪ 卒業生の減少により、新卒獲得の条件のハードル 

 が高くなった。(給与・休日の日数や福利厚生の充実) 

 

 

   

 

 

取り組みに対する現状 

休日増加や、勤務時間の短縮は進んだ
が、一方賃金全体の減少や企業経営の
環境が厳しくなっている。 
利益を削って対応せざるを得ないため、
将来の投資が縮小する方向にある。 
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義歯清掃のボランティア  

社員と家族の食事会 

毎朝の向かいの小学校と道路の清掃 

  Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ ｆｏｒ ｙｏｕｒ ａｔｔｅｎｔｉｏｎ                                                                   
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